
憎
し
み

の
一

瞬 

       

パ
ー
ル 

         
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

桐

乃
さ

ち 



人 

物 
堀
内
一(

3 2)

（

46

）
生

物
学
者 

深
山
泰

司(

5 6)

猟
友

会
会
長 

川
上
達

樹(
1 9)

大
学

生 

堀
内
愛

菜(

5)
(

19)

堀

内
の
娘 

堀
内
美

琴(

3 0)

堀
内

の
妻 

事
務
員 

巡
査 
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○
病
院 

個
室 

堀
内
美

琴(

3 0)

が
ベ
ッ
ド

に
寝

て

い
る

。
美

琴
、
痩

せ
て

、

毛
糸
の

帽
子

を

か
ぶ
っ

て
い

る
。
美

琴
、

真

珠
が
付

い
た

指

輪
を
し

て
い

る
。
堀
内

愛
菜(

5)

は
美
琴

に
く

っ

つ
い
て

遊
ん
で

い
る

。
堀

内
一(

3 2)

が
眉
を

顰
め
て

新
聞
を

読
ん

で

い
る
。

新
聞

に

は
「

羆

被
害 

死
傷
者

２
名

」

と
書
か

れ
て

い

る
。 

美
琴
「

ま
た

、

熊
？
」 

堀
内
「

あ
ぁ

」 

美
琴
「

最
近

、

増
え
て

る
わ

ね

」 

堀
内
「

温
暖

化

の
影
響

で
、

十

分
な
食

料
を

確

保
出

来
な
く

て

人

里

に
下
り

て
来

る

ん
だ
」 

愛
菜
「

熊―

？

」 

堀
内
「

そ
れ

に

、
山
を

削
ら

れ

て
冬
眠

す
る

場

所
も

少
な
く

な
っ

て

る

し
な

」 

愛
菜
「

愛
菜

、

熊
、
怖

い
！

」 

堀
内
「

愛
菜

、

熊

は
怖

い
動

物

じ
ゃ
な

い
ん

だ

よ
。

本
当
な

ら
、

人

間
を
襲

っ
た

り

し
な
い

ん
だ

」 

愛
菜
、

首
を

か

し
げ
る

。 
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堀
内
「

人
間

と

同
じ
よ

う
に

、

熊
も
生

き
る

の

に
必

死
な
ん

だ
よ

」 

美
琴
「

そ
ん

な

難
し
い

こ
と

言

わ
れ
た

っ
て

、

分
か

ん
な
い

わ
よ

ね

ー
？
」 

美
琴
と

愛
菜

、

笑
い
合

う
。

堀

内
も

笑

う
。 

 

○
山
（
夕

） 

人
里
離

れ
た

山

。
木
々

が
色

づ

い
て
い

る
。 

タ
イ
ト

ル
「1

4

年
後
」 

 

○
同 

山

小
屋 

居
間
（

夕
） 

簡
素
な

丸
太

小

屋
。
堀

内
（

46
）
、
手

で
顔
を

覆
っ
て

座
っ

て

い
る
。

片
腕

に

包
帯

を

巻
い

た
川
上

達
樹(

1 9)

、
う
な
だ

れ
て

座

っ
て
い

る
。
制

服
を

着

た
巡
査

が
立

っ

て
い
る

。
堀

内
、
腕

時
計

を

見
て
、

た
め

息

を
つ
く

。 

堀
内
「

捜
索

隊

か
ら
は

連
絡

あ

り
ま
せ

ん
か

？

」 

巡
査
「

え
ぇ

、

ま
だ…

…

」 

川
上
、
立
ち

上
が

っ
て
深

く
お

辞

儀
を
す

る
。 

川
上
「

お
じ

さ

ん
、
ご

め
ん

な

さ
い
。

俺
が…

…

」 
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堀
内
、

拳
を

ぎ

ゅ
っ
と

握
る

。 
堀
内
「

川
上

君

は
、
傷

は
大

丈

夫
か
？

親
御

さ

ん
、

心
配
し

て
る

ん

じ
ゃ
な

い
か

？

」 
川
上
、
泣
き

そ
う

な
顔
で

頭
を

振

る
。
堀

内
、

立
ち
上

が
り

、

川
上
の

肩
に

手

を
置

く

。 

堀
内
「

熊
は

普

通
、
人

間
は

食

わ
な
い

。
急

に

人
間

に
出
く

わ
し

て

、

驚
い

た
だ

け

だ
ろ
う

。

愛

菜

は

き
っ
と

、

大

丈

夫
だ
」 

堀
内
、

何
度

も

頷
く
。 

堀
内
「

そ
れ

よ

り
、

熊

に
襲

わ

れ
た
時

の
動

画

、
も

う
一
度

見

せ

て

く
れ
な

い
か

？

」 

川
上
「

は
、

は

い
」 

川
上
、

ス
マ

ホ

を
堀
内

に
渡

す

。 

 

○
同 

個

室
（

夕

） 

ベ
ッ
ド

と
机

の

あ
る
簡

素
な

部

屋
。
堀

内
、

ベ
ッ
ド

に
座

っ

て
ス
マ

ホ
を

観

て
い
る

。 

 

○
（
ス
マ

ホ

の

画

面
）
森

の
中 

う
っ
そ

う
と

茂

っ
た
森

の
中

。
揺

れ
る

画

面
。 
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後
ろ
を

気
に

し

つ
つ
、

走
っ

て

い
る

堀

内
愛

菜(

1 9)

の
姿
。 

愛
菜
「

早
く

！

走
っ
て

！
」 

川
上
の

声
「

ま

じ
で
さ

っ
き

の

、
熊
？

」 

カ
メ
ラ

、
森

に

ズ
ー
ム

す
る

。 

愛
菜
「

撮
っ

て

る
場
合

じ
ゃ

な

い
っ
て

！
」 

木
々
が

ガ
サ

ガ

サ
と
動

く
。

熊

が
す
ご

い
勢

い
で
画

面
の

方

へ
走
っ

て
来

る
。
空
が

映

る
。 

川
上
の

声
「

う

わ
ー
！

」 

熊
の
荒

い
息

遣

い
。
熊
の

う
な

る

声
。「
バ

シ

ッ
」
と

言
う

音

。 

熊
の
声

「
ぐ

お

！
」 

血
の
付

い
た

川

上
の
手

。
愛

菜

が
、

木

の
棒

を
構
え

て
、

熊

と
対
峙

し
て

い

る
。

熊

は
、

う
め
き

な
が

ら

地
面
に

倒
れ

て

い
る
。 

愛
菜
「

川
上

君

！
助

け

を
呼

ん

で
来
て

！
」 

川
上
「

だ
、

だ

け
ど…

…

」 

愛
菜
「

い
い

か

ら
、

早

く
！

」 

後
ず
さ

り
す

る

画
面
。

全
速

力

で
走

っ

て
い

る
川
上

の
足

。

画
面
が

暗
く

な

る
。 
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○
元
の
山

小
屋 

個
室
（

夕
） 

堀
内
、

頭
を

か

き
む
し

る
。 

堀
内
「

愛
菜…

…

！
」 

ド
ア
が

開
く

音

。
人
が

入
っ

て

来
る

足

音
。

堀
内
、

慌
て

て

立
ち
上

が
る

。 

 

○
同 

居

間
（

夕

） 

深
山
泰

司(

5 6)

が
立
っ
て

い
る

。
腕

に
「
猟

友
会
」

と
書

か

れ
た
腕

章
を

付

け
て
い

る
。

巡
査
が

心
配

そ

う
に
立

っ
て

い

る
。 

巡
査
「

お
父

様

に

確
認
し

て
い

た

だ
き
ま

し
ょ

う

か
」 

深
山
、

考
え

込

む
よ
う

に
腕

組

み
を
す

る
。

堀
内
、

入
っ

て

来
る
。

深
山

と

巡
査

、

一
瞬

堀
内
を

見
る

が

、
す
ぐ

目
を

逸

ら
す
。 

堀
内
「

何
か

、

あ
っ
た

ん
で

す

か
」 

深
山
、

眉
を

寄

せ
る
。

堀
内

、

唾
を

飲

み
込

む
。
堀

内
、

手

が
震
え

始
め

る

。 

堀
内
「…
…

見

つ
か
っ

た
ん

で

す
か
？

」 

深
山
「

お
父

さ

ん
、
愛

菜
さ

ん

の
持
ち

物
と

思

わ
れ

る
物
が

出
て

き

ま
し
て

」 
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堀
内
「

え
っ

」 
深
山
「

そ
の

近

く
に
、

熊
が

い

る
可
能

性
が

あ

り
ま

す
。
今

猟
友

会
の

メ
ン
バ

ー
で

捜

索
し
て

い
ま

す
」 

堀
内
「

本
当

で

す
か
！

物
っ

て

言
う
の

は
？

」 

巡
査
と

深
山

、

顔
を
曇

ら
せ

る

。 

深
山
「

指
輪

で

す
。
お

心
当

た

り
あ
り

ま
す

で

し
ょ

う
か
」 

堀
内
「

も
し

か
し

て
、
真

珠
が

つ
い

て
い
ま

す
か

？

」 

深
山
「

え
ぇ

、

そ
う
で

す
」 

堀
内
「

妻
の

肩

身
で
す

。
娘

は

、
肌
身

離
さ

ず

持
ち

歩
い
て

い
た

は

ず
で
す

！
」 

深
山
「

あ
ぁ

、

そ
う
で

す
か…

…

」 

深
山
、

沈
痛

な

顔
で
俯

く
。 

深
山
「

猟
友

会

の

詰
め
所

に
あ

り

ま
す
。
出
来

れ
ば

、

お
父
様

に
確

認

し
て
い

た
だ

き

た
い
の

で
す

が

」 

堀
内
「

え
ぇ

、

も
ち
ろ

ん
で

す

！
」 

 

○
同 

小

屋

の

外

（
夕
） 

堀
内
、

外
に

出

る
。
川

上
、

小

屋
の

外

に
し

ゃ
が
み

込
み

、

顔
を
覆

っ
て

泣

い
て
い

る
。



 

 

14 13 

堀
内
、

驚
い

て

目
を
見

開
く

。

堀
内
、

川
上

に
近
づ

い
て

、

肩
に
手

を
置

く

。 

堀
内
「

川
上

君

、

ど
う

し
た

」 
川
上
、

び
く

っ

と
肩
を

強
張

ら

せ
る
。 

堀
内
「

危
な

い

じ
ゃ
な

い
か

。

中
に
入

り
な

さ

い
」 

川
上
、

後
ず

さ

り
、
地

面
に

頭

を
こ
す

り
つ

け
る
。

川
上

、

泣
き
崩

れ
る

。 

川
上
「

ご
め

ん

な
さ
い

、
ご

め

ん
な
さ

い
！

」 

巡
査
が

来
て

、
川

上
を
助

け
起

こ

す
。
堀

内
、

愕
然
と

す
る

。
深

山
が
後

か
ら

や

っ
て

来

る
。 

深
山
「

さ
ぁ

、

行
き
ま

し
ょ

う

か
」 

深
山
が

歩
き

始

め
る
。

川
上

、

怪
訝
な

顔
で

深
山
の

後
を

つ

い
て
行

く
。 

 

○
山 

猟

友
会 

テ
ン
ト 

前

（

夕
） 

「
保
善

町 

猟

友
会
」

と
書

か

れ
た

大

き
な

テ
ン
ト

。
深

山

と
堀
内

が
歩

い

て
や
っ

て
来

る
。
炊

き
出

し

を
し
て

い
る

女

性
達
、

堀
内

か
ら
目

を
逸

ら

す
。
堀

内
に

向

か
っ
て

手
を

合
わ
せ

て
念

仏

を
唱
え

て
い

る

年
配

の

女
性
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も
い
る

。
堀

内

、
足
が

震
え

始

め
る
。 

 

○
同 
テ

ン
ト 

中
（
夕

） 
毛
布
や

段
ボ

ー

ル
な
ど

が
積

ん

で
あ
る

。
数

人
の
男

性
が

お

茶
な
ど

飲
ん

で

い
る
。

深
山

と
堀
内

が
入

っ

て
行
く

と
、

蜘

蛛
の

子

を
散

ら
す
よ

う
に

人

が
い
な

く
な

っ

て
い
く

。

堀

内
、
目

を
泳

が

せ
る
。 

深
山
「

実
は

、

こ
れ
な

ん
で

す

け
ど
ね

」 

深
山
、

小
さ

な

ビ
ニ
ー

ル
を

堀

内
に

渡

す
。

透
明
の

ビ
ニ

ー

ル
に
、

真
珠

の

つ
い
た

指
輪

が
入
っ

て
い

る

。
堀
内

、
何

度

も
頷

く

。 

堀
内
「

間
違

い

あ
り
ま

せ
ん

。

娘
の
で

す
」 

深
山
「

そ
う

で

す
か
。

普
段

は

指
に
つ

け
て

い

た
ん

で
す
か

？
」 

堀
内
「

確
か

、

鎖
を
つ

け
て

ネ

ッ
ク
レ

ス
に

し

て
い

た
は
ず

で
す

。

ど
こ
に

あ
っ

た

ん
で
す

か

？

」 

深
山
、

気
ま

ず

そ
う
に

俯
く

。 

深
山
「

実
は

で

す
ね
、

こ
れ

が

見
つ
か

り
ま

し

て
」 

深
山
、

布
を

ど

か
す
。

泥
の

よ

う
な

黒

い
塊
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が
出
て

来
る

。

堀
内
、

目
を

見

開
く

。 
堀
内
「

そ
れ

は…
…

」 

深
山
「

熊
の

糞

で
す
」 

堀
内
、

顔
が

強

張
る
。 

深
山
「

今
、

警

察
に
分

析
を

依

頼
し
て

い
る

ん

で
す

が
ね
。

ど
う

も

人
間
の

皮
膚

の

一
部
も

一
緒

に

入

っ
と
っ

た
よ

う

な
ん
で

す
わ

」 

堀
内
、

わ
な

わ

な
と
震

え
て

、

後
ず
さ

り
を

す
る
。

堀
内

。

指
輪
を

見
つ

め

る
。

指

輪
に

も
、
黒

い
汚

れ

が
つ
い

て
い

る

。 

深
山
「

も
し

、

お
嬢
さ

ん
を

襲

っ
た
熊

だ
と

し

た
ら

で
す
ね…

…

」 

堀
内
、

走
っ

て

外
に
飛

び
出

す

。 

 

○
同 

外 

木

の

側
（
夕

） 

堀
内
、

木
の

根

元
に
向

か
っ

て

嘔
吐

し

て
い

る
。
堀

内
、
泣
き

な
が
ら

指
輪

を

見
つ
め

る
。

風
が
吹

き
、

雨

が
降
り

始
め

る

。
堀
内

、
木

を
殴
り

つ
け

始

め
る
。 

堀
内
「

う
わ

あ

ー
ー
ー

ー
！

」 
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堀
内
の

手
が

、

血
で
染

ま
っ

て

い
く
。

堀
内

の
血
で

染
ま

っ

た
拳
が

、
わ

な

わ
な
と

震
え

始
め
る

。
堀
内

、
山
を
睨

み
つ

け

る
。
堀
内

、

ふ
ら
ふ

ら
と

歩

き
始
め

る
。 

テ
ン
ト

の
近

く

で
、
猟

友
会

の

男
性
達

が
タ

バ
コ
を

吸
っ

て

談
笑
し

て
い

る

。
堀
内

が
や

っ
て
来

る
。

男

性
達
、

堀
内

の

姿
を

見

て
真

顔
に
な

る
。

堀

内
、
男

性
達

の

方
へ

走

っ
て

行
く
。
堀
内

、
男

性
の
猟

銃
に

手

を
か
け

る
。 

男
性
「

お
、

お

い
！

何

す
る

！

？
」 

堀
内
と

男
性

、

も
み
合

い
に

な

る
。
堀

内
、

男
性
を

背
負

い

投
げ
で

投
げ

飛

ば
す
。 

男
性
「

う
わ

！

？
」 

男
性
が

地
面

に

叩
き
つ

け
ら

れ

る
と

同

時
に

、

銃
が
暴

発
す

る

。
深
山

が
出

て

来
る
。 

深
山
「

堀
内

さ

ん
！
？

」 

堀
内
、

猟
銃

を

手
に
取

る
。 

深
山
「

何
し

て

る
、

止

め
ろ

！

止
め
ろ

ー
！

」 

堀
内
、

男
性

達

の
制
止

を
振

り

切
っ
て

、
山

の
中
へ

入
っ

て

行
く
。



 

 

 


